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令和 8年 6月 15 日 
 

建設産業の生産性向上等の取組に最大 300 万円補助 

～「京都府建設業等人手不足対策支援事業」受付を開始～ 
 

■ 京都府では、建設産業の担い手不足が深刻化する中、生産性向上や人材確保につ

ながる取組（測量機器やＩＣＴ機器の導入、日本語研修等）を支援する「京都府

建設業等人手不足対策支援事業」の募集を７月１日から開始しますので、周知を

お願いします。 

 

１ 補助対象事業者 

   京都府内に主たる営業所を置く以下に該当する中小事業者 

・令和８年度京都府建設工事競争入札参加資格者 

・令和８年度京都府測量等業務指名競争入札参加資格者 
 

２ 申請期間等 

補助対象

事業 

バックオフィスの生産性向上及び

多様な担い手確保に資する事業

【別紙１】 

工事現場等の生産性向上に資する

設備等を導入する事業【別紙２】 

申請期間

※１ 

令和８年 ７月 １日（水）から 

令和８年 10 月 30 日（金）まで 

令和８年 ７月 １日（水）から 

令和８年 10 月 30 日（金）まで 

補助対象

経費 

システムの導入や人材育成等の研

修に要する経費で、建設産業にお

けるバックオフィスの効率化や省

人化による生産性向上又は多様な

担い手確保に効果があると知事が

認めたもの。 

測量機器やＩＣＴ機器等の導入に

要する経費で、工事現場等の生産

性向上に向け、業務の効率化や省

人化等の効果があると知事が認め

たもの。 

補助率 

(補助金額) 
補助対象経費の２分の１以内 

（上限 50 万円） 

補助対象経費の３分の２以内 

（上限 300 万円）※２ 

補助対象 

期間 
交付決定日（又は事前着手日）～令和９年２月 19 日（金） 

※事前着手日は令和８年４月１日以降に限ります。 

※１ 補助金の交付は申請の先着順に行い、申請期間内であっても予算額を超過した

時点で、予告無く申請受付を打ち切る場合があります。 

※２ 基準日（令和４年４月１日）以降に、一人当たりの平均給与額を前年比 1.5％

以上引き上げしている場合。これに該当しない場合は、２分の１以内(上限 200

万円）とします。 
 

３ 申請方法 

   京都府ホームページ上の電子申請フォームによる電子申請に限ります。 

   https://www.pref.kyoto.jp/shido/hojokin/r8seisanseikoujo_hojokin.html 

   ※持参、郵送、電子メール等による申請は受け付けません。 

 

【本報道発表に関するお問合せ】 

 建設交通部指導検査課 課長   坂   TEL 075-414-5221 

            課長補佐 小谷  TEL 075-414-5225 

 

    

 募集のお知らせ 

https://www.pref.kyoto.jp/shido/hojokin/r8seisanseikoujo_hojokin.html
KECA_SAITO
テキストボックス
R8.6.15
京都電業協会　受付



 

 

 

 

 

 

 

 

生産年齢人口の減少等により建設産業の人手不足が深刻化しています。そこで中小企業が行

う建設産業における人手不足等の課題解決につながる取組や、生産性向上等につながる取組に

対し、経費の一部を補助します。なお、昨年度の補助金事業からの変更点を赤文字で記載してお

りますので、御留意ください。 

 

【申請期間】令和８年７月 1 日（水）～令和８年 10 月 30 日（金） 

※申請期間内であっても予算額を超えた場合は、予告無く申請受付を打ち切る場合があります。 

※申請は、京都府ホームページ上の電子申請フォームから行ってください。（郵送、持参等は不可） 

【補助期間】交付決定日（又は事前着手日）～令和９年２月 19 日（金） 

※期限までに、経費の支払も含め事業を完了することが必要です。 

※事前着手日は令和８年４月１日以降に限ります。 

※１ システム等は原則としてクラウドサービスを利用するものに限る。Microsoft365 やデータ保存用サー

バー等の汎用ソフト又はシステムは補助対象外。 

※２ 一般的な技術者講習等（監理技術者講習、技術検定講習等）は対象外。 

 

 
 
 
 
 

 
 

補助対象経費 

システムの導入又は人材育成等の研修に要する経費で、 

建設産業におけるバックオフィスの効率化や省人化による生産性向上又は多

様な担い手確保に効果があると知事が認めたもの。（消費税及び地方消費税

を除く。） 

補助対象者 
京都府内に主たる営業所を置く「令和８年度京都府建設工事競争入札参加

資格者」又は「令和８年度京都府測量等業務指名競争入札参加資格者」のう

ち、中小企業の事業者 

対 象 品 目 

バックオフィス業務の

生産性向上に係る 

経費 

◇システム等(※１) 

工程・原価・勤怠・会計共有システム 等 

◇研修費(※２) 

建設ディレクター育成講座、ドローン講習、 

ＩＣＴ活用工事研修、建設マネジメント研修 等 

多様な担い手確保に

係る経費 
日本語研修、日本語翻訳機 等 

補助金額 
補助対象経費の２分の１以内（上限：50 万円） 

※補助金は、予算の範囲内で申請の先着順に交付します。 

補助金に関する相談窓口 

相 談 窓 口 

京都府建設交通部指導検査課調整係  

[平日９時～12 時、13 時～17 時]（土日祝日は除く） 

電 話：075-414-5225  E-mail：shido@pref.kyoto.lg.jp 

別紙１ 

京都府建設業等人手不足対策支援事業 

（バックオフィスの生産性向上及び 

多様な担い手確保に資する事業） 

電子申請フォーム、申請の手引き、様式等のダウンロードはこちら 👉 
「京都府 HP 京都府建設業等人手不足対策支援事業」 



 

 

 

 

 

 

 

生産年齢人口の減少等により建設産業の人手不足が深刻化しています。そこで中小企業が行

う建設産業における人手不足等の課題解決につながる取組や、生産性向上等につながる取組に

対し、経費の一部を補助します。なお、昨年度の補助金事業からの変更点を赤文字で記載してお

りますので、御留意ください。 

 

【申請期間】令和８年７月１日（水）～令和８年 10 月 30 日（金） 

※申請期間内であっても予算額を超えた場合は、予告無く申請受付を打ち切る場合があります。 

※申請は、京都府ホームページ上の電子申請フォームから行ってください。（郵送、持参等は不可） 

【補助期間】交付決定日（又は事前着手日）～令和９年２月 19 日（金） 

※期限までに、経費の支払も含め事業を完了することが必要です。 

※事前着手日は令和８年４月１日以降に限ります。 

※１ 機器等の所有を伴わない、賃借に要する経費は補助対象外 

※２ 基準日（令和４年４月１日）以降に、労働者一人当たりの給与総額を 1.5%以上引き上げしたことが確

認できる場合 
 
 
 

 

 

 

補助対象経費 
測量機器やＩＣＴ機器等の導入に要する経費(※１)で、工事現場

等の生産性向上に向け、業務の効率化や省人化等の効果があると知事が認

めたもの。（消費税及び地方消費税を除く。） 

補助対象者 
京都府内に主たる営業所を置く「令和８年度京都府建設工事競争入札参加資

格者」又は「令和８年度京都府測量等業務指名競争入札参加資格者」のうち、

中小企業の事業者 

対象品目 

測量機器 
地上型レーザースキャナー、自動追尾機能付き測量機器、

ドローン、ＧＮＳＳ受信機 等 

建設機械 
ICT 建機（マシンガイダンス又はマシンコントロール）、 

チルトローテーター 等 

ＩＣＴ機器等 
ウェアラブルカメラ、定点カメラ／ＣＣＵＳ現場運用支援機器

／空調服、電熱式防寒服 等 

補助金額 

補助対象経費の３分の２以内（上限：300 万円） 

ただし、労働者の処遇改善を実施した事業者に限る（※２） 

上記を実施しない場合は２分の１以内（上限：200 万円） 

※補助金は、予算の範囲内で申請の先着順に交付します。 

補助金に関する相談窓口 

相 談 窓 口 

京都府建設交通部指導検査課調整係  

[平日９時～12 時、13 時～17 時]（土日祝日は除く） 

電 話：075-414-5225 E-mail：shido@pref.kyoto.lg.jp 

別紙２ 

京都府建設業等人手不足対策支援事業 

（工事現場等の生産性向上に 

資する設備等を導入する事業） 

申請フォーム、申請の手引き、様式等のダウンロードはこちら 👉 
「京都府 HP 京都府建設業等人手不足対策支援事業」 


